
石こ ろの分類と 簡単な見分け方 

 
石を ど こ で観察するか？ 

岩石を観察するのはどこでもできますが、石の

種類や性質を読み取るには、新鮮な表面を観察す

ることが大事です。 
河原や海岸などの水辺の岩場や石ころは観察に

適しています。増水や大波によって石が互いにぶ

つかり、削られ割れることで新鮮な岩石の表面が

常に出ているだけからです。さらに水で濡れるこ

とで、表面の細かい傷や凹凸に邪魔されることな

く、本来の岩石の組織や鉱物が見えるようになり

ます。 
 

 
写真１：海岸の石ころ。スコットランドFife地方Kinghorn。

石炭紀のサンゴや貝の化石を含む石灰岩レキがみえる。 

 
 人間が切り出した石材も、よい観察対象になり

ます。表面をきれいに磨いてあると、非常によく

特徴がわかります。都会の建物の石材を見ている

と、まるで地球上の岩石の展示会のようです。 
氷河地形の土地では、岩盤が氷によって削られ、

磨かれた、新鮮な表面を見ることができます。熔

岩流の冷え固まった岩石や、火口から放り出され

た火山弾や火山礫なども、できたばかりの新鮮な

岩石を観察する良い材料です。氷河に削られた美

しい山並みや、火山地帯など、観光地は石の観察

に向いている土地であることも多いのです。 
 

 
写真２：石材に使われている砂漠成の砂岩。 

 
見かけの色にだま さ れるな 

石を見るときには、まず外形や色が目につきま

す。それらの情報も石を知るのに有効である場合

があります。チャートのように硬い岩石が角張っ

ていたり、雨水に少しずつ溶ける石灰岩のような

岩石が丸みを帯びた外形を示すこともあります。 
しかし、石の表面の色は、多くの場合、あまり

判断の根拠にはなりません。岩石の色は主に岩石

に含まれる鉄分の酸化状態で変化します。地表で

酸素にふれて長期間経った岩石は赤さびの色に染

まりやすいので、ハンマーで割るなど、なるべく

新鮮な内部の様子を観察する必要があります。陸

上を流れた熔岩も、高温時に空気中の酸素によっ

て酸化されて、外側だけ赤く染まっている場合が

あります。 
地質の専門の人は調査の際にハンマーを持ち歩

きますが、石の標本を割り採るためにハンマーを

使うことよりも、岩石の新鮮な面を出して観察す

るために、ハンマーを使っていることの方が多い

のです。 
 
石の判別で大事なのは、組織（ 模様） を見る こ

と です。組織は岩石のできかたを反映し、いわば

石の「顔」です。堆積岩と火成岩の区別も、変成

岩の特徴も、組織を見ることでわかります。さら

に石をつくる鉱物の種類がわかると、岩石名をつ

けることができるようになります。 



ルーペを使って拡大してみることで、鉱物や組

織が見やすくなります。以下に挙げる、石をつく

る代表的な鉱物と組織がわかれば、地球上の９割

以上の岩石が判別できるようになります。特別な

機械や道具を使わずとも、ルーペとハンマー、こ

の２つがあれば石を調べる道具は充分です。 
それでは、岩石の種類にはどんなものがあるか、

鉱物と組織を順番に見ていきましょう。 
 
岩石をつ く る鉱物（ 造岩鉱物）  

 岩石をつくる鉱物の種類は、あまり多くありま

せん。分類のためには以下に述べる数種類がわか

れば充分です。太陽系には数千種類の鉱物が存在

していますが、そのほとんどが、特殊な条件でし

かできなかったり、量がとても少なかったりで、

私たちがふだん目にすることはありません。 
 石英、 長石（ 斜長石、 カ リ 長石）、 黒雲母、 角

閃石、 輝石、 かんら ん石、 磁鉄鉱といったところ

が、岩石をつくる主な鉱物です。もちろん、他に

もいろいろな鉱物があるのですが、とりあえずこ

れだけわかれば岩石を見分けるのには充分です。 
 岩石の中の鉱物の種類を判別できるようになる

には、すでに構成鉱物がわかっている岩石を細か

く砕いて、見かけの共通する破片ごとに集めてみ

るのが良い方法です。火山灰に含まれている鉱物

を洗い出すことでも、造岩鉱物の標本を得ること

ができます。鉱物の種類がわかるようになると、

岩石の識別は簡単になります。 
 造岩鉱物の性質を表１にまとめます。 
 

表１ 造岩鉱物の種類と特徴 

 

 

 
写真３：石英の不規則な割れ方。割れ口がガラスの破片の

ように曲面になる。（走査電子顕微鏡像） 

 

 
写真４：カリ長石の割れ方。四角に割れやすい。 

 




